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研究成果の概要（和文）：本研究は、「気候変動」、「災害」、「食品安全」、「伝染病」という四つの事例を
通じ、グローバル・イシュー安全保障論の分析枠組みを構築し、従来の安全保障学的な観点に立ちながら多分野
 ・多視点な学際的分析を実施した。リスクの主体と客体の関連性を領域横断的に明確化することで一定の研究
成果を挙げた。
具体的に、気候変動・脱炭素、再生可能エネルギーへのトランジション、災害対応、新型コロナウイルス感染症
対策などに関する文献レビューと事例研究を中心に調査を進めて、査読付き国際ジャーナルでの論文発表や、ウ
ェブ公開記事の寄稿と、オンライン・セミナーでの講演を行うなど、研究成果を対外的に積極的に発信した。

研究成果の概要（英文）：This study constructs an analytical framework for global issue security 
through four cases: climate change, disasters, food safety, and infectious diseases. We conducted 
multidisciplinary analysis from the perspective of conventional security studies, and we have 
achieved certain research results by clarifying the relationship between the subject of risk and the
 object in a cross-disciplinary manner.
Specifically, we conducted surveys focusing on literature reviews and case studies on climate change
 and decarbonization, transition to renewable energy, disaster response, and countermeasures against
 new coronavirus infections. Also, we actively disseminated our research results to the outside 
world, such as publishing papers in peer-reviewed international journals, contributing articles 
published on the web, and giving lectures at online seminars.

研究分野： 国際関係論

キーワード： グローバル・ガバナンス　安全保障学　気候変動　災害　新型コロナウイルス感染症　食品安全　米中
関係　脱炭素

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は安全保障学の視点から、国境を越えた四つの課題、すなわち気候変動・脱炭素、災害、感染症
（COVID-19）と食品安全に関するリスク評価、リスク管理とガバナンスについて、代表的なケースを中心に検証
した。それぞれの事例においては従来の視点、例えば戦争、大国間対立などに立ちながらも、多分野かつ学際的
分析（国際関係学、環境学、経済学、社会学、サステナビリティ学など）を実施し、今まで不十分であった分析
枠組への補完に貢献した。また学術論文やウェブ記事、オンラインセミナーへの登壇などを通じて研究成果を積
極的に発信し、国内外の読者と視聴者との交流を経て実務的な観点も取入れ、研究成果を精緻化した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
気候変動などのグローバル・イシューが人類自体やその社会構造にもたらす安全保障上の懸

念が高まる中で、これらの問題を安全保障論に基づき包括的に研究した例は十分とは言えない。
ここでいうグローバル・イシューは、国境を跨ぐ「越境性」、原因と結果の因果関係が明白では
ない「不確実性」、原因の発生から結果の観測まで長い期間を要する「長期性」、原因を改善した
がその結果が遅れて発現する「ヒステリシス性」という四つの特性を備えている。これがグロー
バル・イシューにおいてリスクの主体とリスクを受ける客体が共に不明確となる原因である。 

 
従来の安全保障論的分析視点では、脅威について国家や武装勢力、資源の枯渇、環境破壊など

明確な主体を前提とするか、或いは脅威を受ける客体が、国家、企業、人類等、何らかに固定化
されていた。そのため、主体が必ずしも明確ではない場合の脅威すなわち「リスク」や、リスク
の客体である個人や体制・制度等が複雑に関係し合うグローバル・イシューには対応できていな
い。本研究は、グローバル・イシューにおけるリスクの主体と客体の間の関連性を領域横断的に
分析し、有用性の高い分析枠組みを構築しようとしたものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、「気候変動」、「災害」、「食品安全」、「伝染病」という四つの事例を通じ、グ

ローバル・イシュー安全保障論の分析枠組みを構築することである。従来の視点では、脅威の主
体が明確であるか、或いは脅威を受ける客体が何らかに固定化されていた。そのため、今回着目
する四つの事例のように、 主体が明確ではない場合の脅威すなわち「リスク」や、リスクを受
ける客体が複雑に関係し合うグローバル・イシュー には対応できていなかった。また、これら
の課題に対しては単一の分野における分析視点では不十分である。本研究は、従来の安全保障学
的な観点に立ちながらも多分野 ・多視点な学際的分析を実施し、リスクの主体と客体の関連性
を領域横断的に明確化することで枠組みの構築を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、文献サーベイと事例研究を並行させており、各国政府及び国際機関・団体による

政策文書や調査報告書や、学術研究成果として発表された論文、専門書などを国内外の政治学、
環境学、経済学などに関連する文献データベースを活用しながら、チームメンバーが分担して収
集する。一方で、各事例研究のために国内外において現地調査（フィールドワーク）を実施し、
現地調査の際には研究協力者を中心にした小規模な研究集会を持ち、最新情報の収集と関係者
との意見交換を行った。文献調査と事例研究を通じた仮説の検証と、調査成果に基づく分析枠組
みの精緻化、研究成果の執筆、発表を経て、ウェブ記事や国際ジャーナルなどに掲載した。 
 
新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受けて、文献サーベイを続けていたが、現地調査が

極めて限られていた中で、事例研究は文書の分析を中心に感染症について重点的に調査した。更
に事例研究については、国内外の研究協力者と連携し記事や分析論文を寄稿したほか、ウェブ会
議を通じてヒアリング調査を実施した。その後、調査の結果をオンライン研究会にて共有・検討
し、研究代表者・分担者・協力者（連携研究者）が各々の所属学会で研究発表を行い、本研究に
対する客観的な批判・コメントを受けた。 
 
出入国に関する水際対策と規制が緩和されてから、現地調査を再開し、国外の研究協力者を中

心にした小規模な研究集会を持ち、最新情報の収集、共有、検討と、関係者との意見交換を行っ
た。これまでの文献分析とヒアリング調査、それから事例研究から得られた成果を踏まえ、本研
究の仮説を検証し、分析枠組みを精緻化し、査読付き国際学術ジャーナルに論文を掲載した。ま
た、本研究は、研究期間全体を通して、学会や講演会、セミナーなどを通じて成果を積極的に発
信し、「グローバル・イシューの安全保障論」について学術的、実務的な観点を提示した。 
 
 
４．研究成果 
 
平成３０年度（２０１８年度）  
 
国内の研究チームを中心に研究会を開催し、文献サーベイを踏まえた本研究の分析枠組み・仮



説の導出と研究課題の洗い出しを行った。そのため、文献と事例研究のための予備調査のほか、
海外の研究協力者（中国浙江大学）を講師として招き、ヒアリング調査を実施して、その調査結
果を整理・分析した。なお、研究代表者（鄭）、研究分担者（大塚）と研究協力者（雷／申請時
は連携研究者）を中心に事例研究に向けた予備調査と比較研究に向けた問題点について、研究会
の開催などを通じて議論を行いながら課題を明確にしようとした。 事例研究については、予備
的調査を行ったうえで、国内外の研究協力者とともに国外ヒアリング調査の実施も開始した。そ
の結果については研究会で共有・検討するほか、研究代表者・ 研究分担者・連携研究者が各々
の所属学会で研究発表を行い、本研究に対する客観的な批判・コメントを受けた。 
 
令和元年度（２０１９年度） 
 
理論的枠組みを構築するために文献レビューのほか、学術及び実務分野の専門家、例えば日本

国際協力機構（JICA）田中明彦前理事長へのインタビューを実施した。事例面において、今年度
は、主に気候変動と深く関連するエネルギー問題の調査に重点的に進めていた。特に、研究代表
者と連携研究者の海外赴任に伴い、アジア・太平洋地域における再生可能エネルギーの推進状況
についてウェブの公開記事を寄稿し、一定の研究実績を挙げることができた。また、アジア・太
平洋・オセアニア地域の環境安全保障、特に気候変動の深刻化から由来しうる紛争についての国
際ワークショップに出席し、国際関係・国際政治の視点から発表、コメントし、同分野の世界的
研究者と交流する機会が得られた。 
 
令和２年度（２０２０年度） 
 
文献レビューを実施する以外に、事例面において、主に気候変動、エネルギー・トランジショ

ン（エネルギー転換）、COVID-19 感染症対策に関する調査を中心に重点的に進めていた。特に、
研究代表者と連携研究者の在外研究に伴い、台湾、アジア・太平洋地域における再生可能エネル
ギーの推進状況についてウェブの公開記事を数々寄稿し、一定の研究実績を挙げることができ
た。 
 
また、令和２年より新型コロナウイルス感染症が世界的に広がることで、感染症に関する事例

研究を進め実績を上げた。例えば、東アジア各国の対策比較をポリシー・ブリーフとして発表し
た。なお、パンデミックが国際政治、米中関係、両岸関係、グローバル・ガバナンス、国際レジ
ームなどに与える影響について、国際学会にて研究成果を発表したり、日本国内の視聴者を対象
にしたオンラインセミナーにて講師として講演したりした。 
 
令和３年度（２０２１年度） 
 
前年度に続き、事例面において、エネルギー・トランジション、災害対応、気候変動への適応

策、COVID-19 感染症対策に関する調査を中心に重点的に進めた。特に、研究代表者と連携研究
者の国外長期駐在に伴い、台湾、アジア・太平洋地域における再生可能エネルギーの推進状況に
ついてウェブの公開記事を数々寄稿し、また、著名な国際ジャーナルに論文を掲載するなど、一
定の研究実績を挙げることができた。 
 
次いで、新型コロナウイルス感染症がなお広がる中で、感染症に関する事例研究を進め研究成

果を積極的に情報発信しつつ、日本国内外の視聴者を対象にした国際学会、講演会やオンライン
セミナーにて講師として講演した。最終年度に向けて、学会などでの交流経験と頂いたコメント
を活かし、論理的視点の精緻化を図りながら、更なる実績を目指した。 
 

令和４年度（２０２２年度） 
 
 文献レビューを実施したほか、事例面において、主にエネルギー・トランジション、災害対応、
気候変動・脱炭素の適応策、COVID-19 感染症対策に関する調査を中心に重点的に進めた。特に、
研究代表者及び研究分担者、連携研究者が海外現地調査を再開し、台湾、アジア・太平洋、東南
アジア地域における事例の推進状況についてフィールドワークを実施し、ウェブの公開記事を
積極的に寄稿した。また、著名な国際ジャーナルに論文を掲載するなど、一定の研究実績を挙げ
ることができた。さらに、四つの事例が国際政治、2022 年 2 月に始まったロシア・ウクライナ
戦争、米中対立、両岸関係、グローバル・ガバナンス、国際レジームなどに与えた、もしくは与
えられた影響について、国内外の視聴者を対象にしたオンラインセミナーや講演会で講演し、研
究成果の発表に取り組んだ。 
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